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ここにメモを書いてください。



〇死亡災害発生状況

埼玉県内における労働災害による死亡者数は、長期的に見ると全産業、建設業
ともに減少傾向ですが、令和３年の死亡者数は、

全産業で昨年比16人増加（+88.9％）の34人
建設業で前年比３人増加（+37.5％）の11人

となっており、どちらも前年から増加しています。（※令和３年確定値）
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図１ 埼玉県内における労働災害による死亡者数の推移(平成20年以降)

令和３年確定値
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〇建設業の死傷災害発生状況

さいたま署管内/埼玉県内における建設業の労働災害による休業４日以上の死傷者
数は、長期的に見るとどちらも微減となっていますが、令和３年は大きく増加しており、
過去６年間を上回っています。

さいたま署管内では、埼玉県全体を大きく上回る増加率となっています。（前年同期
からの増加率 さいたま署：+29.3％、埼玉県：+16.5％）
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図２ 建設業における労働災害による死傷者数の推移（休業4日以上・平成20年以降）

令和３年確定値
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〇埼玉県内における「墜落・転落災害」発生状況
埼玉県内における「墜落・転落災害」による休業４日以上の被災者数は、建設業では減

少傾向ですが、全体的にみると横ばいから微増となっており、ここ数年は陸上貨物運送事
業が建設業を上回っています。

しかしながら、 「墜落災害」による死亡者数は依然として建設業が最多となっています。
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〇埼玉県内における「事故の型別」労働災害発生状況

埼玉県内の建設業における労働災害を事故の型別に見ると、死亡、死傷ともに墜落・
転落災害が最も多く発生しています。

特に、はしご等（はしごと脚立の総称）からの墜落・転落災害が多発しています。
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図4 建設業の｢事故の型別｣死傷災害発生状況
（休業4日以上、埼玉県内、平成29年～令和３年)

図3 建設業の｢事故の型別｣死亡災害発生状況
（埼玉県内、平成29年～令和３年)

起因物
はしご等 7人
屋根、はり等 4人
建築物･構築物 4人
足場 3人

起因物
はしご等 34％
屋根、はり等 13％
足場 12％
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〇埼玉県内における建設業の「起因物の型別」労働災害発生状況
（平成29年から令和３年の５年間）

起因物別死傷災害発生状況（休業４日以上）

動力機械

499人

15.3%

物上げ装置、

運搬機械

422人 13.0%

その他の

装置等

616人

18.9%

仮設物、建築

物、
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物質、材料

529人

16.2%

その他

372人

11.4%

通路 154人
足場 151人
屋根、はり等 129人
階段、桟橋 95人

金属材料 294人
木材、竹材 97人

建設機械等 220人
木材加工用機械 146人

建設機械による死亡災害8人
掘 削 用 機 械 4 人
解 体 用 機 械 3人
整地運搬積込用機械 1人

トラック 242人
動力ｸﾚｰﾝ等 77人
乗用車等 68人

運搬機械等による死亡災害11人

トラック 6人
フォークリフト 2人
乗用車 2人
移動式ｸﾚｰﾝ 1人

はしご等 362人
手工具 109人

はしご等による
死亡災害７人

（すべて墜落・転落）

仮設物、建築物等
の死亡災害18人

墜落・転落 13人
崩壊・倒壊 5人
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埼玉県内における

建設業の労働災害状況の傾向

〇 墜落・転落による労働災害は長期的に見ると発生件数が減少してきて
いるが、依然として死亡者、死傷者ともに最多の割合をしめており、引
き続き重点的な対策が必要。

・「はしご等」からの墜落・転落は、死亡災害、死傷災害ともに被災者
数が最多となっている。(※｢はしご等｣＝はしご、脚立の総称）

・屋根、はり等足場の設置が難しい箇所からの墜落による死亡災害が多
発している。

〇 はさまれ・巻き込まれによる労働災害は、トラックや建設用機械など
の動力機械を起因物とする災害が多く、死亡災害にもつながりやすい。

〇 トラックは、はさまれ・巻き込まれや交通事故などの死亡災害の起因
物になるおそれがあるほか、荷台等からの墜落・転落、激突され、積荷
等の飛来・落下、不安定な運転姿勢による腰痛など、様々な労働災害の
起因物となりやすい。
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